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関

係

対
象
と
し
て
.
片
貝
川
上
流
の

道
坂
に
伏
流
水
を
求
め
る
事
に

決
定
し
.
翌
二
十
八
年
二
月
に

残
雪
を
踏
ん
で
水
源
工
事
が
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
後
1
ヶ

月
で
六
千
米
に
及
ぶ
管
の
布
設

が
行
わ
れ
、
十
二
月
十
三
日
に

は
市
街
地
の
一
部
へ
給
水
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
此
の
超
ス
ピ

ー
ド
的
進
捗
を
見
た
要
因
に
は

地
元
用
地
関
係
者
の
大
き
な
協

市
制
施
行
以
来
の
大
事
業
の
一

つ
に
上
水
道
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
公
営
企
業
的

性
杓
を
有
す
る
も
の
の
最
初
の
事
業
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

本
市
上
水
道
事
業
は
、
合
併
後
の
昭
和
二
十
七
年
工
費
F

約
一
億
五
千
七
百
余
万
円
.
三
ヶ
年

計
闘
の
も
と
に
事
業
認
可
を
受
け
.
水
源
調
査
が
開
始
さ
れ
、
翌
二
十
八
年
二
月
工
事
が
着
工

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
る
三
年
.
現
在
は
給
水
戸
数
二
.
二

O
O戸
市
街
地
の
大
半
の
給
水

を
終
え
、
本
年
を
も
っ
て

一
応
完
成
な
み
ま
ま
で
に
な
り
、
叉
山
聞
東
披
.
日
尾
部
落
に
は
簡

易
水
道
が
布
設
さ
れ
、
他
の
山
間
部
に
も
簡
易
水
道
の
布
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
給
水
に
は
必
然
的
に
排
水
が
伴
い
、
排
水
の
処
盟
が
下
水
道
と
い
う
事
に
な
る
が

今
後
下
水
道
.
ガ
ス
.
交
通
と
云
う
所
謂
市
で
経
営
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
行
く
事
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

月15日発行

簡

易

水

道

長

二
十
九
年
及
び
コ
一十
年
の
ニ
ヶ

年
は
専
ら
市
街
地
の
国
管
布
設

が
行
わ
れ
.
既
に
市
街
地
配
水

管
の
八

O
%は
完
成
を
見
て

片
貝
川
.
道
坂
水
源
の
水
は

市
内
を
通
り
.
角
川
左
岸
の
住

力
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
市
建
設
一
吉
を
経
て
慶
野
地
区
迄
逆
流
し

の
意
図
に
協
力
を
惜
し
ま
れ
ず
一
て
、
給
水
さ
れ
て
い
る
現
状
で

田
畑
を
ス
ム
ー
ス
に
分
譲
し
て
一
あ
り
ま
す
。
此
の
間
そ
れ
ん
へ

戴
い
た
蔭
の
援
助
に
他
な
り
ま
一
道
路
を
い
た
め
.
大
変
な
不
便

せ
ん
e

一
を
か
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が

此
の
結
果
.
片
貝
県
道
の
管
布
一
幸
い
皆
様
の
御
協
力
を
得
て

設
に
伴
う
巾
員
拡
張
が
で
き
一
無
事
な
進
捗
を
見
ま
し
た
こ
と

現
に
六
米
五

O
糎
の
立
振
な
道
一
は
.
本
事
業
の
公
共
性
を
認
識

路
と
し
て
、
大
き
く
交
通
に
便
一
下
さ
っ
た
た
ま
も
の
と
感
謝
し

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
見
る
一
て
い
ま
す
。
配
水
管
は
大
は
内

人
の
知
る
処
で
あ
り
ま
す
。
一
径
四
百
粍
か
ら
、
小
は
七
十
九
粍

一迄
延
長
二
五
、
五
三

O
米
.
更

一
に
細
い
補
助
管
は
五
.
=
一
凶

O

一
米
と
道
坂
か
ら
の
導
水
管
を
合

一
わ
せ
て
約
三
四
、
一

O
O米
に

一
達
し
ま
し
た
。
此
の
闘
に
設
置

一
さ
れ
た
消
火
栓
の
数
は
突
に

一
一
五
七
個
所
の
多
く
に
の
ぼ
り

一
英
の
水
圧
は
大
体
三
キ
ロ
か
ら

一
五
キ
ロ
の
庄
力
を
持
ち
、
何
時

一
で
も
放
水
に
備
え
て
い
ま
す
。

一
市
民
の
皆
様
は
、
万
一
の
為
め

一
に
雪
や
凍
結
か
ら
こ
れ
を
守
り

一
心
な
い
人
の
破
損
や
思
戯
を
防

一
止
し
て
、
境
全
な
維
持
に
協
力

下
さ
る
梯
願

っ
て
止
み
ま
せ

ん
。
無
断
で
パ
ル
プ
を
い
じ
ら

れ
る
事
は
.
管
理
者
の
一
番
心

を
痛
め
る
と
こ
ろ
で
す

。

上
水
道
は
起
債
の
関
係
に
も

よ
り
ま
す
が
、
本
年
或
は
来
年

を
以
て
、
一
応
当
初
計
画
の
上

水
道
事
業
は
完
成
を
見
ま
す
。

魚

本
年
度
完
成
を

目
ざ
す
上
水
遁
事
業

上
本
道
事
業
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
事
業
の
認
可
を
受
け
.
七

月
一
日
の
大
ぶ
替
に
よ
っ
て
燃

え
あ
が
る
復
興
の
熱
意
と
、
大

魚
津
市
建
設
の
意
図
の
も
と
に

八
月
水
源
の
調
査
に
着
手
し
ま

し
た
。
合
併
後
の
広
範
な
給
水
区
域
を

市
街
地
か
ら
農
村
へ

広
範
囲
な
給
水
計
画

市
街
地
の
現
在
迄
の
配
管
状
態

及
び
今
後
の
計
画
は
下
凶
を
参

照
し
て
ド
さ
い
。
本
年
は
旧
天

神
利
地
区
へ
上
水
道
の
水
が
送

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
簡
易
爪
道
事
業
で
す
が

横
枕
で
水
を
分
け
、
ポ
ン
プ
で

加
庄
し
て
送
水
す
る
も
の
で

片
具
川
を
東
山
橋
に
添
っ
て
右

岸
に
渡
り
東
山
.
青
柳
.
天
神
野

新
及
び
東
尾
崎
へ
給
水
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
此
の
加
圧
さ
れ
た
水
は
将

来
臼
国
一新
地
内
に
仰
い
水
さ
れ

道
坂
、
上
野
万
校
ド
印
回
等
の

高
い
地
区
に
配
水
さ
れ
る
恥
期

も
遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

叉
低
地
区
で
は
東
は
続
出
、
問

は
三
ケ
に
至
る
聞
と
な
り
.
広

範
囲
な
市
の
将
来
の
給
水
区
域

を
対
象
と
す
る
事
と
な
り
ま

す
u

そ
し
て
こ
れ
ら
給
水
区
峻

の
拡
大
は
.
市
街
地
ん
い
準
服
に

伴
っ
て
行
わ
れ
ま

し

ょ
う
。

木
市
の
水
道
は
幸
い
に
し
て

地
形
に
恵
ま
れ
.
自
然
流
ト
の

方
式
で
配
水
さ
れ
、
動
力
を
使

用
心
な
い
で
済
む
と
云
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
料
金
及
び
巡
転
量
に

於
て
年
間
少
な
く
と
も
二

C
O

万
円
以
上
の
経
費
の
節
援
で
あ

り
.
今
後
の
進
展
を
考
え
る
同

大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
参
り

宇品

1ν
ト
4
m
k
J
C

大
中
都
市
に
住
い
す
る
も
の
の

み
が
得
h，れ
て
い
た
文
化
物
設

は
着
々
と
我
が
市
に
も
英
の
歩

を
進
め
て
来
た
訳
で
す
。

速
い
道
を
歩
き
.
暗
い
燈
火

の
も
と
に
其
の
日
を
ご
し
伝
染

病
に
お
び
え
、
無
駄
な
労
力
を

つ
い
や
し
て
.
年
を
経
て
来
た

過
去
は
余
り
に
も
大
き
な
労
力

の
負
担
で
あ
り
.
酷
使
で
あ
っ

た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

将

家

は

下

水

遁

事

業

都
市
の
衛
生
選
境
を
良
く
す

る
の
に
、
先
づ
飲
料
水
の
改
善

が
第
一
に
行
わ
れ
ま
す
が
‘
下

水
が
完
備
さ
れ
な
い
と
、
折
角

飲
料
水
を
改
善
し
て
も
.
衛
生

的
な
都
市
に
は
な
れ
ま
せ
ん
o

排
水
の
悪
い
と
こ
ろ
に
給
水
を

行
う
こ
と
は
、
却
っ
て
閤
難
や

不
便
を
伴
う
結
栄
と
な
り
折
角

の
給
水
J
W
充
分
に
利
用
が
出
来

" 
制句作/Jt琳精舎らが~林

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
言
う
と
下
水
道
が

先
に
行
わ
れ
る
可
き
で
し
ょ
う

簡

易

水

温

簡
易
水
道
と
い
う
こ
と
が

こ
こ
三
、
四
年
来
盛
ん
に
口
の

端
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
簡
易
水
道
と
い
う

言
葉
ば
‘
誤
解
を
招
き
易
い
の

で
す
が
‘
管
か
ら
単
に
水
が
出

る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
.
一
口
に

い
え
ば
.
小
規
模
な
上
水
道
と

い
っ
た
方
が
適
切
で
し
ょ
う
。

当
市
に
お
い
て
も
.
昭
和
二

十
九
年
に
、
は
じ
め
て
東
城
及

び
日
尾
地
区
に
布
設
し
ま
し
た

三
十
年
度
は
天
神
地
区
に
も

布
設
す
る
こ
と
に
決
定
を
み
て

目
下
工
事
に
着
手
一
し
一
て
お
一
り

ま
す
の
で
、
遠
か
ら
ず
給
水
で

き
る
見
通
じ
で
.
引
続
き
小
川

寺
東
臓
、
黒
沢
及
び
小
菅
沼
地

区
に
対
し
て
も
布
設
す
る
様
準

備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

市
内
農
山
部
で
は
.
ま
だ
多
く

の
方
々
が
衛
生
上
飲
料
に
過
し

な
い
川
水
や
、
湧
泉
水
を
使
用

さ
れ
て
お
り
、
水
の
使
が
思
い

た
め
婦
人
の
労
力
が
遁
大
に
消

費
さ
れ
て
お
る
こ
と
は
、
日
常

生
活
と
切
り
離
せ
な
い
問
題
だ

け
に
、
健
康
上
、
或
い
は
、
非

能
率
的
な
努
力
を
毎
日
続
け
る

こ
と
を
考
え
る
と
.
生
活
改
善

は
ま
づ
台
所
の
水
道
か
ら
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
が
衛
生
上

よ
く
な
い
と
か
、
不
便
な
地
域

に
お
け
る
氷
遁
の
普
及
を
図
っ

て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
.
公

共
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め

周
で
は
昭
和
二
十
七
年
に
布
設

方
針
を
確
立
し
、
厚
生
省
や
県

で
補
助
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
一

が
、
財
政
多
難
な
折
で
も
あ
り

一

一
段
の
進
歩
発
達
を
図
る
た
め
一

昨
年
全
国
的
な
動
き
に
発
展
し
一

て
、
簡
易
水
道
団
体
が
結
成
さ
一

れ
ま
し
た
。
本
県
で
も
町
村
部

を
主
体
と
し
て
富
山
県
簡
易
水

道
協
議
会
の
設
立
を
み
た
弐
第

で
企
業
性
を
使
命
と
す
る
上
水

道
事
業
と
は
、
自
ら
性
格
が
異

っ
て
お
り
‘
ニ

O
O人
以
上
五

0
0
0
人
以
下
の
地
区
に
つ
い

て
は
、
簡
易
水
道
を
布
設
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。
布
設
に
要

す
る
工
費
は
.
国
及
び
県
の
補

助
金
と
政
府
資
金
の
借
入
れ
を

受
け
ら
れ
ま
す
が
.
工
費
の
大

半
は
地
元
受
益
者
の
皆
様
に
負

担
し
て
戴
か
ね
ば
な
ら
な
い
ζ

と
に
な
り
ま
す
の
で
.
布
設
が

望
地
区
民
の
熱
意
と
協
力
が
本

事
業
促
進
の
要
素
と
な
る
訳
で

す
。
市
で
も
負
担
の
軽
獄
に

努
め
ま
す
が
、
大
体
ご
戸
当
り

二
万
五
千
円

t
一一
一万
円
見
当
の

負
担
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ

う
で
す
。

将
来
は
下
図
の
地
区
に
布
設

を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
計
画

を
樹
て
‘
一
日
も
早
く
地
元
民

の
要
望
に
応
え
た
い

k
念
願
し

て
お
り
ま
す
。
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(2) 日発行昭和 31年 2月15

な
り
ま
し
た
。

一

こ
れ
は
一
尺
二
寸
の
五
寸
と

プ
レ
ふ
並
木
株
の
使
用
で
.
南
北

一
に
回
転
し
た
こ
と
と
.
冷
水
滞

一
慨
に
よ
る
掛
流
し
と
、
間
断
落

一
水
に
よ
る
田
干
し
が
大
き
な
原

-闘
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て

一
は
な
ら
な
い
。

一
地
力
哨
進
対
滞
と
し
て
は
年
間

一
問
、

0
0
0
〆
以
上
の
肥
厩
を

一
生
産
、
積
替
え
し
て
全
部
田
畑

一
に
交
互
に
施
し
て
お
ら
れ
る
o

の
持
主
で
)
頑
丈
な
身
体
が
よ

一
川
品
聞
は
去
る
昭
和
二
十
七
年

く
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
に
大
安
を
作
り
反
当
り

一、

二

氏
は
叉
和
牛
飼
育
の
大
家
で
一
0
0メ
を
施
し
以
後
毎
年
三

O

年
中
一
一
一頭
位
飼
育
を
行
っ
て
い

一
O
メ
宛
施
用
し
た
。
其
の
効
果

る
0

.

一
が
大
き
く
現
れ
て
来
て
い
る
の

出
品
田
は
、
背
か
ら
制
作
に
泊

一
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
角
川
の

一
る
。

左
岸
に
位
し
.
土
門
は

一
米
の
一

ー

一

氏
は
叉
此
の
大
収
穫
を
得
た

下
回
に
角
川
の
氾
濫
し
た
泥
土

一一

を
少
し
も
誇
ら
ず
、

「
稲

で
成
り
立
っ
て
お
る
児
事
な
水

一

田
で
、
面
積
は
実
測
し
て
四

O
一
を
作
っ
て
米
を
と
っ
た
の
で
な

一
歩
と
な
る
n

内
全
制
突
面
積

一
く
て
稲
が
出
来
て
米
が
と
れ
た

は
二
五
一
一
、
一
六
坪
で
あ
っ
た
c
一
の
だ」

と
お
っ
し
ゃ
る
。

角
川
の
狭
い
谷
間
で
阿
の
タ
誠
に
味
ふ
べ
き
至
言
で
は
な
か

日
が
早
く
か
げ
る
の
で
、

稲
は
一
ろ
う
か
。
之
れ
稲
に
無
理
を
さ

や
L
徒
長
気
味
に
な
る
の
が
敏

一一
四

年

度

反

当

収

量

県

氏

名

点
の
一
つ
で
あ
る
が
角
川
の
岸

一

沿
ひ
で
あ
る
た
め
に

「
あ
ら

一
一
昭
和
二
四
年
五
石
一

き

長

野

県

前

沢

篤

介

せ
」
の
関
係
上
、
日
帰
交
差
の

一
二

昭

和

コ

五

年

モ

美

ロ

香

川

西

村

文

作

面
が
大
き
く
働
い
て
い
る
こ
と

一
一一
一

昭

和

-

一

六

年

五

.

美

一

富

山

土

肥

敏

夫

を
指
摘
し
た
い
。

一
四

昭

和

一一台
年

六、一
2
0

香

川

大

川

義

則

一
五

昭

和

コ

八

年

五

.

命

。

福

岡

'

樽

見

一

郎

六
昭
和
エ
九
年

六
.
3
一八

富

山

川

原

宗

市

七

昭

和

三口
年

六
.
実
四

富

山

上

楽

菊

ハ
写
真
は
上
楽
菊
さ
ん
)

一

i
L
i
;引
1

一

魚
津
市
漁
民
の
智
能
、
技
術

一
大
野
一
雄
、
朝
野
仁
作
の
各
氏

一
を
向
上
す
る
目
的
で
、
魚
津
市

一が
選
ば
れ
る
と
共
に
、
顧
門
に

一
水
産
研
究
会
を
設
立
す
る
事
に

一
は
市
長
金
光
邦
三
・
魚
津
油
開
業

な
り
.
二
月
二
日
其
の
発
会
式

一協
同
組
合
長
中
村
元
次
郎
、
経

が
水
族
舘
に
於
て
開
催
さ
れ
ま

一
回
漁
業
協
同
組
合
長
朝
野
朔
郎

し
た
。
会
長
に
は
島
崎
藤
左
エ

一
氏
が
そ
れ
ん
¥
推
薦
さ
れ
ま
し

門
.
副
会
長
に
四
十
野
健
官
、

一
た。 せ

な
い
で
自
然
に
.
自
由
に
金

南
風
と
い
ふ
稲
の
好
き
な
様
に

気
に
入
い
っ
た
肥
培
管
理
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る

も
の
と
し
て
、
次
に

一
つ
の
例

を
お
一
示
め
し
し
ま
す
と
、
穂
肥

を
施
さ
ん
と
三
回
戻
っ
て
お
ら

れ
る
。天
候
も
よ
し
同
じ
競
作
田
に

出
品
さ
れ
た
人
達
は
.
穂
肥
を

ま
い
た
と
言
わ
れ
た
の
で
、
施

さ
ん
も
の
と
揖
安
を
持
っ
て
い

っ
て
ど
う
し
て
も
施
す
気
に
な

れ
ず
撒
か
ず
に
帰
っ
た
こ
と一一一

回
で
あ
る
。

如
何
に
稲
の
生
理
に
遡
し
た
管

理
が
行
わ
れ
た
か
を
知
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

次
に
本
競
作
会
の
第
一
回
よ
り

本
年
迄
の
全
国

一
位
を
示
し
ま

す
と
次
の
通
り
で
す
。

町一一三三会……
j
3
3…笠

.B
h
E

，.-E
F
E
R
-
-
'
・
・
・
圃
画
匝
同
町
圃

-a聞
記
、
'圃・

2

・EE--
--

反
牧
六
石
七
斗
六
升
四
合
の

驚

異

的

記

録

湯

上

の

上

築

菊

さ

ん

昭
和
三
十
年
度
米
作
日
本

一

の
金
的
を
射
止
め
た
氏
は
本
年

三
十
七
才
的
働
き
盛
り
、
不
言

実
行
黙
々

と
し
て
土
に
親
し
ん

で
居
ら
れ
る
。
山本
陀
は
父
母
と

奥
さ
ん
長
男
一

人
の
恵
ま
れ
た

環
境
裡
に
水
田
一
町
一
反
二
畝

州
問
反
一
畝
を
耕
作
し
部
落
中

報広市津魚/昭和釘年9月18日I
R第三種郵便物認可/(第86号)

出
漁
祈
願
祭
を
開
催

魚
津
市
出
漁
団
で
は
、
例
年
通
り

航
海
安
全
、
大
潟
祈
願
祭
万
び
健
良

団
員
表
彰
式
を

E
R
E日
午
後
二
時

大
町
小
学
校
に
於
て
執
行
す
る
事
に

('1: 

問
団
で
は
団

の
象
徴
と
一
し
て

ハ
ツ
ヂ
を
作
製
、
団
員
に
配
布

AU

事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
団
員
の
申
込
を
最
寄

除

雪

お

願

い

…

~

市

内

消

火

栓

~

先
日
来
の
降
雪
に
よ
っ
て
市
山

山内
消
火
栓
も
雪
に
埋
れ
、
消
防
一

…砦
.
団
共
除
雪
に
つ
と
め
て
い
ム

}
ま
す
が、

火
災
発
生
時
の
際
直
…

(ち
に
消
火
栓
が
使
用
出
来
る
様一

…
市
民
の
皆
様
の
除
雪
に
御
協
力
…

…を
お
願
い
じ
ま
す
。

な
お
消
火
栓
の
あ
る
場
所
に
…

いは

「
消
」
と
朱
書
し
た
標
識
が
…

円取
り
つ
け
て
あ
り
ま

す

。

山

の
評
議
員
(
駅
西
〉
に
照
出
さ
れ
る

入

計

9

0

4

・f

S

7

4

前他動

人
l
女

4

6

2

F

S

n

υ

o

a

 

様
望
ん
で
い
ま
す
。

人1月
男
4 5人

1 4 
2 

43件

2件
8.995 

臨
時
(
念
施
)
市
議
会

去
る
二
月
三
日
臨
時

(急
施
)
市
議
会
が
市
役
所
に
お
い
て

開
か
れ
弐
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
.
市
役
所
庁
舎
建
設
用
地
の
件

出生

死亡
死産

婚姻

離婚

世帯数

職
員
(
火
夫
)
の
採
用
公
告

売
記
の
と
お
り
職
員
(
火
夫
)
一

市
常
火
葬
場
に
勤
務
し

を
採
用
致
し
支
す
か
ら
希
望
者

一

火
夫
の
職
務
に
従
事
し

は
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

一

ま
す
。

記

。

二一一
、

給

与

一
、
職
積
双
ぴ
人
員
火
夫
一
名

一

給
糾
は
月
額
八
、
一

n
O円

二
、
什
事
の
内
容

一

で
こ
の
ほ
か
扶
養
寝
族
が
あ

一
周
=
+
穴
目
か
ら
=
貝
+
目
宮
で

一
月
三
十
一
日

(
火
)

四
H
ク
ラ
プ
研
究
発
表
大
会

開
催

二
月
二
日
(
木
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

魚
津
市
水
産
研
究
会
発
会
式

全

三
日

ハ
金
)

臨
時
急
施
市
議
会
開
催

企

四

日

ハ
土
)

定
例
農
業
委
員
会
開
催

全

冗

日

ハ
日〉

三
市
二
郡
中
学
校
ス
キ
l
大

会
を
開
山
に
お
い
て
開
催

全

六
日
ハ
月
〉

在
外
資
産
獲
得
期
成
会

寄

付
魚
津
市
大
字
新
塩
屋
町

高

島

憲

次

七、

0
0
0円
〈
二
月
四
日
〉

母
し
げ
死
去
に
よ
る

右
の
金
額
社
会
福
祉
事
業
基

金
と
し
て
寄
付
か
あ
り
ま
し

た。
結
成
式
開
催

全

七

日

(

火
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全

九

日

(
木
)

国
民
健
康
保
険
運
蛍
委
員

会
開
催

今
春
卒
業
者
(
市
内
申
掌
校
)

選

挙

希

望

状

況

進
学
希
望

四

三

三

人

46.709 

， 

滑111 
魚津高校宮商船1-11 

不 高 宮

上市高校 高校水産

桜 泊が""['-
ごE 工

校高井
館高 ;校喜

校
高校

高 椅

校名

一 一一一 一一
被南方 会T榔 ~木建土電機膏家漁水薬碇工電商家普襲農家課

程

関海 了械 TIT築木気械 藍鹿業製業業化気業庭通土業庭 名
一

イ呈又三 男

有望
一一 言Z豆王 一.1=エー・・ー-11:司三三 ーー 屯孟豆正 屯孟A

一一一

孟5ミ弐 女
一 l1li 

ー一 一 一 者

一一 3 .:1正 一=一一回ヨ 一ー一屯孟豆五 -;t可 /EE、E三=三エEヱaエfプ、ttJc、コ4孟二-ー=ーー計|数

口人

男

-
一
軍
九
女
一
七
回

合
計
四

三--一

備

考

(
三
月
卒
業
見
込
者
)

岡
山
叩
男

ョ
一
口
一
人
女
九
九
D

人
寸
尭
一
人

東

4

一
九
一
人
一
老
人
i

ヨ一六八人 (四
K
M
N
の
進
学
〉

合
計
九
五
九
人

れ
ば
.
扶
養
手
当
が
安
給
さ

れ
ま
す
。

四
‘
採
用
の
条
件

年
令
満
五
十
才
未
満
の
男

子
で
、
身
体
が
強
健
で
あ

り
.
市
内
に
住
所
を
有
す

る
者
。

五
、
申

込

受

付

希
望
者
は
二
月
十
六
但

か
ら
二
月
二
十
五
日
ま
で

に
履
歴
書
を
秘
書
人
事
課

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

六
、

そ

の

他

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
秘

書
人
事
課
に
問
合
せ
て
下

さ
い
。

昭
和
三
十
一
年
二
月
十
六
日

魚

津

市

役

所

分

固定資産税

納期限 2月 29日

期四第

防
犯
ポ
ス
タ
ー
標
語
募
集

今
回
窟
山
県
防
犯
団
体
協
議

会
、
富
山
県
警
察
本
部
で
左
記

に
よ
り
防
犯
ポ
ス
タ
ー
並
に
防

犯
標
請
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
か
ら
、
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
ド
さ
い
。

記

一
.
主
催
及
び
後
援

L
主

催

富
山
県
防
犯
団
体
協
議
会

富
山
県
警
察
本
部

。ム

後

援

北
日
本
新
聞
社

富

山
新
聞
社

二
.
題

材

春
季
、
春
秋
農
繁
季
、
夏
季

歳
末
等
に
お
け
る
、
犯
罪
及

び
青
少
年
の
不
良
化
防
止
な

ど
に
つ
い
て
.
一
つ
の
主
題

を
選
び
、
防
犯
思
想
の
普
及

昂
揚
に
つ

い
て
最
も
端
的
に

且
つ
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

こ
れ
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
。

三
、
応

募

資

格

防
犯
ポ

ス
タ
ー

高
校
生
以
上
の
一
般
人

防

犯

標

語

で
ほ
大
農
の
部
に
属
す
る
。

氏
は
至
っ
て
無
口
で

あ

る

が
.
其
の
反
聞
や
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
は
、
必
ず
や
り
遂
げ
ね

ば
気
が
す
ま
な
い
と
い
ふ
性
絡

再を 合立 う少の 程法果雪 し皮鼠く 食でご 傷害 ーツ受答明きいありわ問
起逆積てでい多度)樹にむをはな糧野は腐でツにけ を事 てる枝れ
不さ 零 L あのいがにのよる 喰雨 りを兎、敗、はなる果 願が今現折ま近
能にの・りはの建.よ種るのベの‘見及 積で枝積り筈樹いあ後状れし年
のし多枝ま りはい つ 類 第でて下兎つび 零あ の 雪 まは固まりの で のてに
惨ていのすん梨まてとーあ損ではけ野にり折のす大のすま対す零、な
状折程 角 。ごとす被仕のり 傷 何 零る鼠 よま損 為 。き積。す僚が 害果い
とっ・度枝、桃。害立場ま枯れの事がるす及め く雲 なと、を樹大
なた蛇もを柿で最を方合す死も上が零問。びの 別の ら注こ受圏雲
る様の強低、被も受ハで 0に木か出の接 芽直 けた 、意れけはに
事に目いくぶ害被け整は 至のら来為の の接 てめ 御すにつか見
が、傘場仕どの害る杖、 ら甘.なめ害 損の 二に 説ベつ L な 折:

損る五の雪.上の芽 ~・3江崎:，~:~~!~ もりりあてた場すの帯多
すの 百 まr へ 内の A烹?九百討会~:.~1~;~:~'f点7・.~~~.~~京、 閉ま作り見場合。はでい
るで メ L 埠 攻は腐ぷ益ini.;:fl.~目下、元通す業 向て合もぶ零はの
の・内下 ;!L 第被る之寝室、~::EtI.. ;里・，~;~ :t 1 がに 棚もと棚ど智 ー で

Z室22t;hZZ5;J鳴いがij川39~tミ古都 242Et
りで 力へ るしな . 、延引在学~~~~fi慌の〆 川 害 多 くにの さ 梨吟枝積
まもで五枝固くま 一一 〈が少す被もをの為を 零
す容抑十をま、 tt.折受て零りた少やて沢いた少不る害の五棚め高の
。易 L.;l、時 雲軟れけ被にま例く害 、山果りく便 事にと 尺作なく多
に下か凍るがいた 枝 害 よすがな虫病な突、てにに差比にりのすい
折げら結に地雲りがをつ。あつが気つが良而なょがベしのでる地

ハ下内の間被ま第這ろすかめ勇ぎまを 時 一大をなのに先竹 静 だこ
但さ何での害す二わ棚。にぬ気得す挟の度切地支な引端等か雪の
しいれ‘長をがのせかぶ雪様をるがい災大で上柱いきまににの為
被。かこい見、兎たらどかに出の、て厄零す高を場つでし姻軟巧
害 のれ 程受特と 方枝 うら ‘し で人見のと 。く 立 合け結つりいに
の 方 かこけに鼠がをの掘埋てあ力 て様な 持てはるびか上内対
多 法らのま山のよ離場りつ先りでいにり ち L ・か、りげに策
い で 左 害す間喰いし合上た枝ま 完る考ま 上・下、こ枝て埋と
防記.。部害のではげ枝を 人 えす げ枝か高れの、れし
除 事か積ででで地 ‘るは雪す全が てと . るのらいを元丈たて

り し項多雪多あす表む 事 速にかにあ 、. 事先頭主主か夫枝、
ん てのい期 くり。にしでや埋ら 防り手不 が端丈幹幹らなを未

成多で右い切 4.三倍石油 3. ってれ魚 2.葉果1.ご
績い突のをれ「遡に友乳兎き・に油兎ーで樹被
が所行内嫌でコ間薄 硫剤鼠まこ硫ーはしの 害梨
良はし何つ塗 l毎め賀市共せれ黄メ魚つ幹の、
い第てれてつルにて合阪に んを百目油かを受桃
様二下か寄てタ塗塗剤会防。木匁ををり稲けに
で のさのり木 l りると I-r ぐ にの加嫌巻、るっ
す方い 方 つをル 直。=γ の 塗創熱いく 麦 心い
。法。 法か巻 」すこ福 2に るにしまの襲配て
が野をなくをこのかン、 と.溶てすで叉の)
ー兎選し?とポと場ら v 機 寄か、のすはあ
番のん ・0臭ロ。合五か械 りしこ"で ・0 杉る

忘れず納めましよう

中
学
生
以
上
の

一
般
人

四
、
応

募

条

件

L
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
用
紙
サ
イ

ズ
は
B
半
切
大
と
し
、
縦
に

使
用
す
る
こ
と
。

-
色
彩
は
、
五
色
以
内
と
す
る

?
ア
と
0

3.
作
品
は
す
べ
て
自
己
の
創
作

で
あ
る
こ
と
。
他
人
の
作
品

を
模
倣
し
た
も
の
は
、
入
選

後
で
あ
っ
て
も

無

効

と

す

る。

4.
住
所
、
氏
名
は
ポ
ス
タ
ー
用

紙
の
英
国
叉
は
楳
語
の
余
白

ハ
郵
便
は
が
き
‘
封
書
に
記

載
す
る
ほ
か
〉
に
赤
イ
ン
ク

で
明
記
す
る
こ
と
。
た
ど
し

中
学
生
以
上
の
学
校
に
在
学

中
の
者
は
学
校
名
学
年
を
も

明
記
す
る
こ
と
。

ι応
募
の
枚
数
は
制
限
し
な
い

五

.

締

切

期

日

昭
和
三
十
一

年
二
月
二
十
九

口
M

六

‘

発

表

昭
和
三
十
一
年
三
月
上
旬

本
人
に
通
知
す
る
と
と
も
に

新
聞
紙
上
で
発
表
す
る
。

七
、
送

り

先

富
山
市
新
総
曲
一
番
地

富
山
県
警
察
本
部
防
犯

課
内富
山
県
防
犯
団
体

協
議
会
事
務
局

叉
は
県
内
の
最
寄
警
察
署
防

犯
係

へ
送
付
方
依
頼
す
る
こ

、と

o

八

、

表

彰

審
査
の
結
果
‘
入
選
者
に
対

し
て
は
.
弐
の
と
お
り
表
彰

す
る
。

防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
部

特

選

一

名

賞

金

五

千

円

入

選

三

名

賞

金

各

二
千
円

佳

作

五

名

賞

'
金

各

千

円

防
犯
標
語
の
部

特

選

一
名

賞

金

千

円

入

選

三

名

賞

金

各

五

百

円

佳

作

五

名

賞

金

各

二

百

円

九

‘

そ

の

他

入
選
作
は
勿
論
応
募
作
品
の

版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
作
品
は
.
一
切
返

却
し
な
い
。

'・ 神.....


